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学校の教育環境はよく整備されている（清掃や整理整頓、作品等の掲示物、施設整備等）。

学校からの情報発信、学年だよりや懇談会によって、学習状況やクラスの様子を知ることができる。

学校からの情報発信（通知文書・各種便り・ミルメール・ホームページ・ブログ等）で学校の様子を知ること

ができる。

子どもは家でタブレットドリルや自主学習をよくしている。

子どもは家で自分で計画を立てて学習している。

子どもは家で予習・復習（宿題も含む）をよくしている。

学校は通知表「あゆみ」を基に子どもの達成度や生活の様子がわかるように説明している。

学校は家庭への連絡や意思疎通を積極的に行うとともに、適切な対応を行っている。

学校はすべての教育活動において人権を尊重する姿勢で指導にあたっている。

学校の生活指導（問題行動への指導やきまり・マナーの徹底の仕方等）は適切である。

学校はあいさつ等の基本的生活習慣やルールを守る等の規範意識を身につけさせる取り組みを行っている。

学校行事（運動会・校外学習・修学旅行など）は充実している。

学校は保護者や地域の願いに応えた教育を進めている。

学校はICT機器（PCや大型テレビ・書画カメラ・タブレット等）を活用してわかりやすい授業を行っている。

学校は基礎・基本の学力を身につけさせている。

学校は落ち着いた雰囲気の中で授業を行っている。

先生はいじめのない学級づくりに取り組んでいる。

先生は保護者の相談に丁寧に応じてくれる。

先生は子どものことをよく理解している。

先生は子どもの意見や考えを大切にしている。

先生はわかりやすい授業をしている。

子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。

令和３年度 学校教育自己診断 保護者アンケート

あてはまる どちらかといえば

当てはまる

どちらかといえば

当てはまらない

あてはまらない


